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背景

インフラを整備するだけでは「生産性の向上」というリ
モートワーク導入の本来の目的を達成することはできま
せん。
まずはユーザーに新しいインフラ (リモートワーク環境) 

とコミュニケーション ツールを使った働き方に慣れ、習
熟してもらい、そのうえで、業務プロセスの改革を進め
ていくことが重要と考えています。

株式会社ジェーシービー人事部部長代理
戸田峻介氏

選定
ポイント

Windows Virtual Desktop

Microsoft 

Teams 

リモートワーク環境

コミュニケーション ツールリモートワーク時の
コミュニケーションの
質と量を向上

ジェーシービー

WVD の採用によって JCB が目指す姿とは? 

クレジット業界のパイオニアが取り組む働き方改革

⚫クラウド型仮想デスクトップ サービス
の「スピード感」

⚫マイクロソフトのコミュニケーション
ツールとの親和性

⚫問い合わせをしてからのレスポンスが
早いことと、協力会社側との体制的な
連携や相性

⚫ 2019 年からリモートワーク環境の試験
運用開始

⚫コロナ禍の影響によって、より短期間
での導入が必要

⚫暫定リモートワークでは、コミュニ
ケーションの質と量に改善の余地

⚫ Microsoft Teamsなどコミュニケーショ
ンツールの利用も同時に検討



背景

オンプレミスでハードウェアを調達する場合は、余裕を
持ってサイジングを行うため、オーバースペックになる
ケースも多いのですが、クラウド型の WVD ではそう
いった問題は起こりません。
実際、CAD のトレーニングを実施した際にリソースが足
りないケースも出てきたのですが、とても簡単にリソー
スを増やして対処することができました。

テクノプロ・ホールディングス株式会社 IT インフラ部部長
サルマビナヤ氏

選定
ポイント

テクノプロ・ホールディングス株式会社

エンジニア研修をWVD で実現! 

テクノプロが構築したリモート・トレーニング環境とは

⚫クラウドならセキュリティと運用の
課題を解決可能

⚫東西の日本リージョンを利用できるの
が最適

⚫トレーニング環境には Windows 10 が
ベスト

⚫マルチセッションなら運用コストも
削減可能

⚫従来から東京や大阪などの研修場所で
最先端のテクノロジーのトレーニング
を実施

⚫ 2020 年、最初の緊急事態宣言が発令後、
多数のエンジニアを同じ場所に集める
ことが困難に

会議システム

個人デバイス

WVD

複数人による個人 PC 

からの遠隔教育

IaaS 
プラットフォーム

Microsoft 
Azure

インターネット

企業
ネットワーク

リモート
管理ツール

CAD や
その他

ソフトウェア

教育管理ツール

受講者 3
トレーニング教材

共有

トレーナー

CAD ライセンス
サーバーや
その他

ITリソース

受講者 1 受講者 2



コロナ禍で進む導入

検討背景
⚫ 既存のリモートワーク
環境がなく、業務に
大きな支障が発生

⚫ アクセス増加で VPN が
パンク

⚫ これを期にクラウドの
利用を促進

比較的、導入が活発な業界

金融
保険

学術
公共
政府

製造 流通

専用線 / VPN

コントロール
プレーン

お客様の
サブスクリプション

ADDS
ファイル
サーバー

アプリ
サーバー

自社 NW 内の端末

Microsoft 
バックボーン

Azure Active Directory の
2 要素認証画面を転送
(データ保管禁止)

セキュリティ強化1

プライベート IP で社内リソースへ接続

外からでも業務遂行4

Azure

Office 365

すぐ使える、マシンスペックは
自由に選択、海外リージョン展開も可能

柔軟性の高いDaaS3

インターネット
で通信

VPN からの解放2



Windows Virtual Desktop の特徴

ニーズにあった
柔軟な選択

ポイント

3

パートナー
ソリューションを
利用できる

マイクロソフト
ライセンスを
活用できる

コストを抑制
ポイント

2

クライアント OS

を使用できる
アプリ互換性の高さ

ポイント

1

Windows 10
+

Office 365

Windows 
Server



クライアント OS を使用できるポイント

1

Microsoft Azure

シングルセッション

• 1 人が 1 台の環境を占有

• アプリの互換性が非常に高い

• 管理者権限を付与できる

マルチセッション

• 複数人で 1 台を共有利用

• クライアントアプリが動く

• コストを抑えられる

Windows 10 
Enterprise



⚫ Microsoft 365 E3/E5

⚫ Microsoft 365 A3/A5/Student Use Benefits

⚫ Microsoft 365 F3

⚫ Microsoft 365 Business Premium

⚫ Windows 10 Enterprise E3/E5

⚫ Windows 10 Education A3/A5

⚫ユーザーあたりWindows 10 VDA

⚫ Microsoft 365 Apps for Enterprise
(旧称 Office 365 ProPlus)

⚫ Microsoft 365 Business Premium
(旧称 Microsoft 365 Business)

マイクロソフトライセンスを活用できるポイント

2

オンプレミスのライセンスを使ってWVD を展開可能



Microsoft
シンプルな
要件をカバー

VMware
VDI で必須な
要件をカバー

Citrix
既存 VDI ユーザーの
要件をカバー

パートナーソリューションを利用できるポイント

3





Active Directory の配置
VPN /専用線

運用 / 監視ポリシー
セキュリティポリシー

重要な検討テーマでありつつ
後回しになりがち

従量課金 / 

予約インスタンス

組み合わせて利用することも可能。
最もコスト効率の高いパターンを見出す

従量課金

¥28/時間

予約 1 年

¥18/時間

予約 3 年

¥12/時間

Azure + Desktop as a Service の特性をおさえた検討が必要

Azure を含むインフラ全体の監視

● Azure Monitor ● Log Analytics

VM からのインターネット通信

●オンプレ Proxy● Azure Firewall

エンドポイントセキュリティ

●Microsoft Defender for Endpoint

導入時の考慮ポイント① (Azure 上の DaaSとして押さえておくべきポイント)

シングル /マルチ
セッション

コスト・リソース・アプリケーション
サポートの観点で最適なサイジングを検討

デスクトップ配信

アプリ配信

プール固定



運用負荷の見極め

Native WVD は機能強化が頻繁に行われ、
また VDI サービスを利用するために

Azure 上の様々なサービスと連携

ネットワーク閉域化の
必要性

クローズドなネットワーク環境での
VDI 利用を想定しているか否か

画面転送に必要な
パフォーマンス

利用するアプリケーションにより
RDP による画面転送で問題がないか確認

導入時の考慮ポイント② (ソリューション選択の観点)

要件を満たし、かつ
運用面/性能面でも納得のいく
DaaSソリューションを選択



注意:サイジングはお客様が利用する環境に大きく依存するため
本番導入前に必ず検証を実施しいただくことを強く推奨します。

☞ https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/remote/remote-desktop-services/virtual-machine-recs

小規模～大規模環境における
VM のサイジングに関する
ガイドをご用意

導入時の考慮ポイント③ (Azure上のサイジング)

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/remote/remote-desktop-services/virtual-machine-recs


Azure イマージョン
ワークショップで実体験
WVD を体験いただき、何ができるのか、
どう実現できるのかがわかる 1 日セミナー

形態: 集合型、オンライン

アジェンダ例: 

①WVD ができること、利用シナリオ例

②利用者体験 (WVD の形態、使い方、
レスポンスなどを確認)

③管理者視点で運用イメージの疑似体験

※実施パートナー様により内容が異なります

開催の詳細については
実施している各マイクロソフトパートナーにご確認ください

導入検討時の確認



さまざまなWVD の活用法

【シナリオ 3】

すぐにリモートワーク環境が必要!

数週間で必要な分だけ の VDI 環境を展開

Microsoft Azure

画面転送

インターネット

【シナリオ 2】

一部のユーザー / アプリだけ

3D/CAD Apps GPU搭載 PC
エンジニア/
協力会社のみ

【シナリオ 1】

インターネット分離

インターネット

Azure 上の
WVD 仮想マシン

画面転送

【シナリオ 4】

High Secure VDI

⚫ ⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫



便利ツール、学習コンテンツ

詳しく知りたい (公式ガイド) 動画で知りたい

Desktop in the Cloud
MS Official Docs -日本語

MS Official Docs - English
WVD QuickStart Guide

WVD 環境をすぐに作りたい

まずは

自習書

日本語版オリジナル

環境構築のポイント

WVD アーキテクチャー
デザインガイド Azure Academy

構築手順の動画

さらに

ロードマップ

WVD 公開ロードマップ
くらう道 (WVD 編)

おすすめブログ

Qiita (WVD)

ライセンス解説

WVDライセンスガイド

加えて

https://desktopsinthecloud.com/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-desktop/overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-desktop/overview
https://www.wvdquickstart.com/
https://github.com/takeokams/MCW-Implementing-Windows-Virtual-Desktop-in-the-enterprise
https://github.com/microsoft/MCW-Implementing-Windows-Virtual-Desktop-in-the-enterprise/blob/main/Hands-on%20lab/HOL%20step-by-step%20-%20Implementing%20Windows%20Virtual%20Desktop%20in%20the%20enterprise.md
https://github.com/Azure/fta-japan/blob/main/OneToMany/WVD%20Architecture%20Design%20Guide.md
https://www.youtube.com/watch?v=ksgBPIEgU2A
https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/roadmap?filters=Windows%20Virtual%20Desktop%2CIn%20development
クラウド道%20(WVD編)
https://qiita.com/tags/wvd
https://www.microsoft.com/ja-jp/events/azurebase/contents/default.aspx?kw=%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89


ご購入にあたり、本資料に記載の情報の確認などのご相談は下記窓口までお問い合わせください。

マイクロソフトセールスホットライン

0120-167-400
営業時間 9:00～17:30 土日祝日、弊社指定定休日を除く

エンドユーザー様向け問い合わせ窓口
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